
「憲法９条の会・関西」学習会

日 時 2025年９月13日（土）14時（開場13時30分）

講 師 成澤 宗男さん（ジャーナリスト）

場 所 摂津市コミュニティプラザ（2階） 第３・４会議室

阪急摂津市駅前徒歩1分

JR千里丘駅東出口より徒歩10分

摂津市 南千里丘 5番35号 TEL 06-4860-9300

資料代 ８００円 （学生500円）

成澤 宗男（なるさわ むねお）さん。

ジャーナリスト。１９５３年新潟県生まれ。中央大学

大学院法学研究科政治学専攻課修士課程修了。元『週

刊金曜日』企画委員。主な著書に『ミッテランとロカー

ル』（社会新報ブックレット）、『統一協会の犯罪』

（八月書館）、『統一協会の策謀』（同）『「9.11」

の謎』（金曜日）、『オバマの危険』（同）等。近刊

に『米国を戦争に導く二人の魔女』（緑風出版）。共著に『日本会議と神社

本庁』（同）、『見えざる日本の支配者フリーメーソン』 (徳間書店)、『中

国・北朝鮮脅威論を超えて』（耕文社）等多数。

「憲法９条の会・関西」連絡先： ０７２－６３８－４７４５

https：//9jo-kansai.jimdofree.com

e-mail: kenpo9kansai@gmail.com

米中戦争と自衛隊参戦の危険性

米国のトランプ政権は日本政府に防衛費を5％に増やすよう要求してきています。自民党政権はこれま

で南西諸島に自衛隊駐屯地を次々に建設し、ミサイル部隊等を配備してきました。京都の祝園自衛隊分

屯地では住民には何も知らせず弾薬庫を14棟も増やそうとしています。ロシアやイスラエルのウクライ

ナ、ガザへの攻撃が止まない現在、世界中で戦争への危機感が高まっています。日本でも中国と台湾、

そして中国と米国の有事の際、自衛隊の対応はどうあるべきか、非戦の憲法を盾にこれからも平和が保

てるのか、という不安を感じる人も少なくないと思われます。

米国の政策に詳しい成澤宗男さんを講師として、現状と今後について考えたいと思います。ぜひご参

加ください。


